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放射線計測には様々な手法が用いられるが、なかでも蛍光体を用いた方式は歴史が長く、今日

においても最先端の現場で利用されている。蛍光体は放射線を光に変換したり、放射線分布を一

時的に記録したりする媒体として用いられ、蛍光体と放射線との相互作用に伴うシンチレーショ

ン、熱蛍光および輝尽蛍光と呼ばれる物理現象が応用されている。一方で、近年になってラジオ

フォトルミネッセンス（RPL）と呼ばれる現象が注目されている。RPL とは、蛍光体中において

放射線照射に伴う発光中心が生成される現象であり、その発光中心濃度は照射線量に依存するた

め放射線量と発光強度との関係から線量計測に応用される。RPL が発現する材料としては Ag 添

加りん酸塩ガラスや Al2O3:C,Mgが挙げられ、前者は放射線照射に伴う Agイオンの価数変化（Ag+ 

→ Ag0 + Ag2+）、後者は欠陥の生成（F2
2+ → F2

+）に起因する。一方で、RPLはその歴史の浅さか

ら、今日においてその特殊な特性を示す事が認識されている材料の種類は極めて少なく、今後の

さらなる多様な応用展開の観点からも、新規 RPL材料の開拓は産業・学術的にも意義深い。 

我々は新規 RPL材料の開拓とその応用展開を目的として

研究を進めており、表 1 にこれまでの研究で開発された新

規RPL材料の例を示す。Smおよび Euを添加した材料では、

これら希土類イオンの価数が放射線照射により変化する現

象が応用されている。Mg2SiO4においては RPL の起源は解

明されていないものの、欠陥もしくは不純物由来と考えら

れる RPL が発現する事が明らかとした。発表では、新規

RPL材料の開発から得られた RPL発現の経験則や、感度・

安定性などのデバイスとしての特性について議論する。ま

た、これら RPL材料を利用した新規応用開拓に向けた近年

の取り組みについて発表する。 
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表 1  開発した新規 RPL材料例 

 Materials Refs. 

1. Sm-doped CaF2 [1] 

2. Sm-doped CsBr [2] 

3. Sm-doped BaAlBO3F2 [3] 

4. Sm-doped KBr [4] 

5. Mg2SiO4 [5] 

6. Sm-doped MgF2 [6] 

7. Eu-doped Ca2SiO4 [7] 

8. Eu-doped BaAlBO3F2 [8] 

9. Sm-doped LiCaAlF6 [9] 
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